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              ［申し入れ書］ 
 
米軍のオスプレイの低空飛行訓練を許すな! 
 
 「小野寺五典防衛相は 28 日、３月６～８日に米軍普天間飛行場所属の垂直離着陸輸送機ＭＶ

22 オスプレイ３機を岩国基地に移し、同基地を拠点に低空飛行訓練を行うと在日米軍から報告

を受けたことを明らかにした」と報道されました。 
 私たちは、このオスプレイの低空飛行訓練実施に強く反対するとともに、こうした米軍の「横

暴」を唯々諾々と認め、地域住民が受け入れるよう「露払い」的な役目をすら果たしている防

衛省に強く抗議します。 
 オスプレイの低空飛行訓練は、米国本国では、その危険性や環境に与える影響等を訴える地

域住民により、延期や中止に追い込まれているものです。また、なにより、日本国内での訓練

が行われるとされる６つ（あるいは７つ）のルートは、地位協定等で定められた米軍の演習空

域でもありませんし、そもそも低空飛行訓練を認める法的根拠はどこにもありません。 
 反対を強く訴える声を無視してて強行配備された沖縄では、事前の「合同委員会への覚書」（運

用の安全性の確認等）に違反する飛行が６割を超えているとの報道もあります。防衛省・日本

政府と米軍との取り決めは、配備・訓練強行のための「方便」でしかないのは明らかです。 
 防衛省は、米軍の側に立って地域住民を騙すのではなく、地域住民の安全・生命財産を守る

ために、法的根拠のない低空飛行訓練を止めるように米軍に求めるべきです。それができずに

何のための防衛省ですか。 
 私たちは、貴職が、在日米軍に対して 
 
１）６日からのオスプレイ低空飛行訓練の中止 
２）沖縄へ配備されたオスプレイの撤去 
 
 を求めることを要請いたします。 
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